
吹田市スポーツ推進計画（スポーツ施設整備方針）
の策定業務について

資料１



計画の概要

名称 吹田市スポーツ推進計画（スポーツ施設整備方針）

計画期間
令和６年度～令和１５年度（10年間）
※令和１０年度に中間見直し

 国から各地方公共団体に対し、「地方ス

ポーツ推進計画」策定が求められている

 様々なスポーツ施策・事業を実施している

が、計画的・体系的に実施できていない

 施設の老朽化や、多様化する市民ニーズへ

の対応の必要がある

現状

 各種調査などに基づいた、市民・関係団体・

施設等の現状

 市の現状に即した施策の方向性等

 計画の内容を実現するための施設整備・改

修・運用のあり方等

計画の主な内容
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計画の位置づけ

吹田市第4次総合計画
基本計画

政策2 文化・スポーツに親しめるまちづくり
┗施策7-2-3 地域におけるスポーツの振興

健康すいた２１

吹田市地域福祉計画

吹田健やか年輪プラン

吹田市公共施設（一般建築物）
個別施設計画

吹田市スポーツ推進計画（スポーツ施設整備方針）

吹田市障がい者計画
第３期スポーツ基本計画
（スポーツ庁）

第３次大阪府
スポーツ推進計画
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策定体制

庁内会議

【委員】
庁内関係部長級職員

【目的・内容】
計画策定にあたり、スポーツ推進や施設整備の方向性などについ
て、総合的な調整を行う

策定会議

【委員】
学識経験者、スポーツ関係団体、指定管理者、プロスポーツ運営
関係団体、公募市民

【目的・内容】
吹田市スポーツ推進計画（スポーツ施設整備方針）を策定するに
あたり、必要な意見、又は助言を聴取する

作業部会

【委員】
庁内室課課長級以上職員、
課長代理級以上の一般事務（体育）職員

【目的・内容】
計画策定にあたり、各種作業や詳細の調整を行う

事務局
(文化スポーツ推進室)

策定支援事業者
（ジャパンインターナ
ショナル総合研究所）
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第３期スポーツ基本計画（R4.4～）

国・府の動向

【新たな３つの視点】

●スポーツを「つくる / はぐくむ」

社会の変化や状況に応じて、既存の仕組みにとらわれず

柔軟に対応する。

●スポーツで「あつまり、ともに、つながる」

様々な立場・背景・特性を有した人・組織があつまり、

課題の対応や活動の実施を図る。

●スポーツに「誰もがアクセスできる」

性別や年齢、障がい、経済・地域事情等の違いによって、

スポーツ活動の開始や継続に差が生じないような社会の

実現や機運の醸成を図る。

第３次大阪府スポーツ推進計画（R4.4～）

【目指すべきスポーツ像】

スポーツ楽創都市・大阪

～スポーツとともに成長し楽しさあふれる大阪へ～
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【基本理念】

 誰もが「する」「みる」「ささえる」を通じ

スポーツを楽しむ

 スポーツの楽しさを共有し、楽しさがあふれる

大阪のまちへ

 スポーツの楽しさを通じ、人とまちが活性化し、

ともに成長する



計画のイメージ

●社会動向の変化・他市状況

事業者による情報収集

●市民アンケート

スポーツ実施・観戦状況

市民ニーズ（施策・施設）

●団体アンケート

活動の状況、現状・課題

●施設利用者アンケート

●施設調査

利用状況・種目等

立地特性・役割の把握

●各室課の施策・事業の調査

Etc…

●市のスポーツ施策の

目指すべき方向性

●市の現状に即した

施策・事業の展開

●ライフステージに応じた取組

競技スポーツと生涯スポーツ

●スポーツ資源の効果的な活用

●地域活性化、都市魅力向上

●数値目標

●推進計画を踏まえた

スポーツ施設のありかた

各施設の特徴づけ

（規模・種目・対象等）

●整備・改修の方向性

多種目での効率的な利用

多様な規模の大会の開催

専用施設のありかた

●運用の方向性

利用種目・用途の拡充

多様なニーズへの対応

現状と課題の整理・分析 吹田市スポーツ推進計画 スポーツ施設整備方針
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計画のイメージ

する

みる

ささえる

つながる

ライフステージに応じたスポーツの推進
多様なニーズに対応したスポーツ環境の充実

みるスポーツの充実
ガンバ大阪によるホームタウン意識の向上

指導者及びボランティアの育成と研修の充実
市民相互の交流促進

スポーツを通じた市民・地域の交流促進
地元チームやアスリートとの多様なつながり
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スケジュール（案）
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令和４年度 令和５年度

７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

策定会議

庁内会議・作業部会

統計データ収集・整理

アンケート調査票設計

アンケート調査実施

アンケート報告書作成

課題整理

計画骨子案作成

施策・施設評価

計画素案作成

パブリックコメント

計画案・概要版作成

成果品納入

＜作業部会は随時開催＞


